２００５年度 第１回 私立大学図書館協会
阪神地区相互利用担当者連絡会議事要録
日　時：　２００５年６月２４日(金)　　１４：００ ～ １６：２０
場　所：　神戸薬科大学　１０号館４階　会議室
出席者：　５３校　６９名
挨　拶：　神戸薬科大学図書館長　　　岩川  精吾
司　会：　神戸薬科大学図書館課長　　木口　敏子
本年６月より京都地区から阪神地区に移籍され、新規加盟校となった平安女学院大学よりご挨拶いただいた。
1. 連絡事項
（１）担当者氏名について
各大学より事前に送付されたものを配布・確認した。

（２）夏期休暇中の開館日・開館時間について

各大学より事前に送付されたものを配布・確認した。

また、追加説明などがあった。
（３）２００４年度相互利用処理件数について

各大学より事前に送付されたものを配布・確認した。
（４）不要雑誌リストの交換について

１１校より事前に送付されたリストを配布・確認した。

（５）分担保存誌について

２００４年度第２回分担保存委員会の決議事項を報告・確認した。

大阪女学院大学（２００４年度新規加盟）

「Fonte」（継続前誌：不登校新聞）を分担保存誌とすることに決定

千里金蘭大学（２００４年度新規加盟）

「アフリカ」を分担保存誌とすることに決定

（６）分担保存誌に関する実態調査スケジュールについて

２００５年９月頃「分担保存誌に関する実態調査」配布予定

（７）その他の連絡事項

1． 館長交代

2． 追手門学院大学 

昨年度からの図書館の改修工事を終えて、５月２３日より新装オープンした旨の報告があり、エントランスホールに新しく設置された『宮本輝ミュージアム』の紹介があった。

２．協議事項

（１）「所蔵調査および閲覧依頼書」における個人情報保護法に関する注意事項について

意見交換したのち、「本申込書にご記入された氏名、所属、身分等の個人情報については、所蔵調査および閲覧依頼業務以外の目的には利用いたしません。」という文言を「所蔵調査および閲覧依頼書」に加えることになった。

この協議事項の承認結果については、７月中旬の阪神地区協議会運営委員会に報告し、賛同が得られた後に、施行する。また、修正した「所蔵調査および閲覧依頼書」は私立大学図書館協会ホームページからダウンロードできるようにする予定である。
３．承合事項

事前に提出された承合事項の一部についてアンケート形式でお尋ねし，６６館より回答があった。

まとめた結果を当日資料として配布した。

（１）個人情報保護法に関連して

・個人情報保護法に関連して、文献複写申込書（複写機使用記録）の取扱いについて変更された点はありますでしょうか？

・個人情報保護法の実施により、新たな規定（内規も含む）や注意を払っている点等があれば教えていただきたい。

・個人情報保護にも関連し、複写や貸借の依頼・受付等に関するデータや書類の保存年限はどのようにされているのでしょうか。特に紙ベースでの保存はどのようにされていますか。


事前の回答結果を確認し、意見交換した。

（２）文献複写料金について

・相互利用料金の改訂を検討しておられる図書館はおありでしょうか。

・複写料金などについて（阪神地区加盟館内での）見解を統一してほしい。


意見交換したのち、相互利用料金は阪神地区協議会の協定価格（３５円あるいは３５円未満）を当面は維持することを確認した。

（３）卒業生からの相互利用の申し込みについて
・卒業生からの相互利用の申し込みについて、どのようにされているか教えてください。

複写・貸借・閲覧それぞれについて、受付をしているかどうか。また、他大学卒業生の相互利用依頼は受付していただけるかどうか。

事前の回答結果を確認し、意見交換した。

（４）官公庁の逐次刊行物等の図書館ホームページへのリンクについて
・官公庁の逐次刊行物等で、従来冊子体で刊行されていたものがホームページ上に無料で

公開されるようになった場合、図書館のホームページにリンクを作成するといった対策を行っておられるのでしょうか？

意見交換し、現状を確認した。

（５）貴重書室の見学などについて
・貴重書室、または貴重書を所蔵している図書館にお聞きします。貴重書室の見学の際、説明の担当をもうけていますか。また配付用のパンフレットなどあればぜひ参考にさせていただきたい。

意見交換し、現状を確認した。

４．確認事項

（１）他大学紀要の複写について
・他大学紀要について複写依頼をする場合、原則として発行元大学に申し込まなければならないが、阪神地区加盟館内においては申し込んでもよいと認識している。この件について、統一見解を明らかにしてほしい。

・加盟館同志の扱いと未加盟館の扱いに差があるのか。

意見交換し、現状を確認した。

５．その他

（１）ILLにて文献複写の申し込み（依頼）をする際の申込者氏名の取扱いについて

・個人情報保護法が施行され、個人情報の取扱いについて苦慮しております。「学外文献複写申込」を他館に依頼する際に、申込者名（個人名）の入力の必要性に疑問を持っております。現状をお聞きし、参考にしたいと思っております。

意見交換し、現状を確認した。

（２）開館時間の延長について
正規職員が残りますか。あるいはアルバイト、派遣にお任せしますか。

正規職員が残る
２３館

アルバイト、派遣のみが残る
２１館 

以   上
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